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はじめに

1 アメリカに限った現象ではない。

2 文化的な壁を越えて広がっている。

3 人間性は不変だとする狭量な心理学の範囲内で捉えるには｢奇妙すぎた｣からである。

4 この現象は増加しており続々と報告がなされている。

5 この現象はいまにはじまったわけではなくすでに多くの専門家たちが観察を始めている。

6 子どもたちに関する問題にはすでにいくつか回答が生まれている。

※ADD＝注意欠陥障害　ADHD＝注意欠陥多動性障害
※インディゴの子どもが誤って効果がないままADHDの特効薬(リタリン・サイラート)を投与されていることがある。

※インディゴの子どもが問題児と判断されたらテストを受ける必要がある。－IQあるいはIQ補足テスト

※ADHDと思われている子はインディゴである可能性が大きい｡言うことを聞かない多動の問題児と決めつけられがち｡

こちらの古い要求を押し付けるような古いやり方は効力なし
第1章 インディゴの子どもとは？

１.インディゴは尊厳を漂わせながらこの世に生まれてくる(多くの場合、生まれたのちもそのように振る舞う。)
２.彼らには｢自分は存在するべくして存在している｣という気持ちがあり､他人にそれを理解されないと気が動転してしまう｡
３.自己評価には重きをおかない。彼らはよく親に「自分は誰なのか」を語る。
４.絶対的な(説明や選択の余地を与えない)権威を受入れない。
５.特定のことをあっさりと否定する。たとえば並んで待つことは、彼らには難しい。
６.創造的思考を必要としない儀式的なシステムには、欲求不満を募らせる。
７.家庭でも学校でも、物事のよりよいやり方を見つけ出すので、「システム・バスター」(いかなるシステムにも従わないもの)のように思われてしまう。
８.インディゴの仲間と一緒にいるとき以外は、非社交的であるようだ。自分に似たような意識のものが周囲に誰もいないと、しばしば内向的になり、誰からも理解してもらえないと感じる。そういう子供達にとって、学校生活は非常に難しくなる。
９.罪悪感を持たせるようなしつけ方、例えば「そんなことをして、お父さんが帰ってきたら怒られるわよ」といったような説教をしても効果がない。
10.自分が必要とすることは臆することなく伝える。
ドリーン・ヴァーチュー博士－天才児？　or　問題児？
・非常に敏感　　　　　　　　　・エネルギーにあふれている

・飽きっぽい

・情緒の安定した安全な大人が周囲にいる必要

・民主的でない権威には抵抗する

・学習方法に好みがある－特に読書と算数

・素晴らしいアイデアがあっても実行方法がわからなかったり､手伝ってくれる人がいなかったりして､欲求不満に陥る
・探求することから学ぶので丸暗記学習には抵抗

・興味あることに夢中になっているときを除けばじっと座っていられない

・非常に深い同情心を持つ｡死や愛する人を失うことについて､さまざまな恐怖心を抱いている

・早くから挫折を経験すると物事を諦めやすくなり学習に対して永久に壁をつくってしまう可能性がある
⇒権威者になろうとせずに､話に耳を傾けること｡
子どもとして尊敬され人間として扱われること｡

一つの人間分類システム
・知力テスト､性格テスト､性格投影法評価､記憶テスト､特定心理要素(家族構成､習慣､文化､夢､自己心理学､宗教､…)

大分類で４つのタイプ－心よりも頭が先に立つ子どもたち､テクノロジカルな子どもたち
１，ヒューマニスト(人道主義者)

２，コンセプチュアル(概念主義者)

３，アーチスト(芸術主義者)

４，インターダイメンショナル(次元間)

ナンシー･アン･タッペにはインディゴの生命色が見えた。

※精神的生命色－褐色､黄色､緑､青､紫系､菫色霊的生命色

その色によって､その人の地球における使命は何なのか､何を学ぶためにここに来たのか､人生の要点をどこに置いているのかを知ることができる。

⇒1980年代初めで変化｡フクシア色(明るい紫紅色)とマゼンダ色が消滅に近くなり、インディゴ色(菫色・藍色)が見えた。

第2章 あなたにできることは何か？

基本10カ条

１.インディゴの子どもたちには敬意をもって接すること。家族の一員としての存在を尊重すること。

２.子どもたち自身で規律的な解決策を編みだせるよう､手助けすること。

３.全てに対して子どもたちに選択肢を与えること！

４.子どもたちを決して見くびらないこと。絶対にいけない

５.命令をしたら必ずその理由を子どもたちに説明すること。そして､｢親の言うことだから従いなさい｣といった理不尽なものであれば改めること｡今日は疲れている…といった正直なものであってよい。

６.子どもたちを自分のパートナーとして育てること。

７.相手が幼児の場合は自分がしていることをひとつひとつ説明すること

８.状況が深刻化した場合は子どもたちを薬漬けにする前にまずテストを受けさせること

９.子どもたちをサポートする際は安心感を与えるようにし､批判を避けること

10.子どもたちに彼らがどういう存在なのかという話や将来どうするかという話をしないこと
キャシー・マクロスキー博士－インディゴの子どもたちを育てるにあたって覚えておくこと

１.ルールをつくるときに創造的であれ。

２.大人並みの責任を与えることなしに、彼らを大人や同僚として扱うこと。

３.愛していると言いながらも､敬意のこもらないやり方で子どもたちを扱えば信頼は得られない。

４.インディゴの子どもたちとの交流は､勉強であり特権でもある｡

ロバート・ジェラード―インディゴの子どもをしつけるには
1. 常に物事を子どもに知らせ､関わること

2. 簡単な説明をすることで､起こりうる誤解を避けること

3. 子どもに反応してはならない

4. 命令を避ける

5. 約束を守る

6. そのときの状況に応じて対処する

7. 叩かない。虐待的な言葉は使わない

8. 愛を感情に表現すること

9. 叱ったときは｢タイムアウト｣(一時中断)をとること

10.叱ったあとはその理由について話し合うこと。

11.わだかまりが残っていないか､子どもとともに確かめる

キャシー・バタースン－インディゴの子どもたちを導くための方法

・子どもの要求が学校でかなえられているか？

・子どものニーズが家庭で満たされているか？

ジョイス・ゴールデン・セイバーン－健康で幸せな子どもを育てる七つの秘訣
1. 受胎の瞬間からお腹の赤ちゃんを気づかうこと

2. 子どもの心身タイプすなわちドーシャ(アーユルヴェーダ⇒食生活､睡眠パターン､光や音に対する敏感さ､他人との交流)を知ること

3. センタリング(自分の中心を定める方法)と子どもの気を鎮める方法とのつりあいをとる。

4. 毎日体をマッサージすること

5. ヨガと呼吸法を教えること

6. 個々のドーシャに最も適した食事をとること

7. 休憩をとったり、マッサージしたり、出産を楽に…自他
第3章 インディゴたちのスピリチュアルな側面

前世＝人間の魂は永遠

カルマ＝前世もしくはこれまで生まれ変わった前世のエネルギーが現世において学ぶことや性格形成に影響を与える

オーラ＝人間の周囲にある生命力

ヴァイブレーション(波動)＝振動数､ハイ･ヴァイブレーション

古いエネルギー＝昔のやり方。悟っていない状態
ライトワーカー＝悟り､スピリチュアルな仕事を行っているハイ・ヴァイブレーションにある人。聖職者にない一般の人
レイキ＝エネルギーのバランスをとるシステム
家族というものは家族一人ひとりを支えるもの
子どもは定期的にあなたの権威を試すかもしれない。あなた自身とあなたの子どもを尊重してください。

尊重は愛に基づくものです。あなたが子どもたちを本当の意味で愛せば､そして子どもたちを本当の意味で愛せばそして子どもたちから愛されるためにあなたが自分の要求を子どもたちに満たしてもらおうと思わなければすべての人にとって最良の結果が約束されます。

メラニー・メルヴィン博士－インディゴの子どもたちを尊重する

・選択の自由　　　　　　　　　・独立心の強いインディゴ

・彼らが食べるものが彼らです　・ハートから

・強い意志と強い魂　　　　　　・責任感

・愛が鍵です
・｢光の子どもたち｣｢ミレニアムの子どもたち｣｢インディゴの子どもたち｣

・インディゴのお子どもたちは今回きわめて神聖な理由があって生まれてきた。正直､協力､愛に基づいた新しい社会への案内役をつとめるという理由から。彼らが大人になるころには世の中は今日とは大きく変わっているでしょう。もはや暴力や競争はなくなります。自分の欲求をはっきりさせる能力を思い出すのでほかの人と競争をする必要がなくなる。

生まれつき持っているテレパシー能力に再び火がつき､嘘をつくことが不可能になる｡そして、誰もがすべての生物の間に依存する一体感を実感するので思慮深さが社会の基盤になる。
・すぐに反応してしまいそうになる衝動を抑える。

・一人になれる場所で目を閉じて深呼吸をし､神､天使､ガイダンスにスピリチュアルな助けをお願いする。

・何を優先するのか､心に留めておくこと。⇒愛
・あなたが子どもとどんな関係でありたいか⇒自分と似ている人の前ではもっと親切に､神聖で幸せで完璧で美しい神の子どもだと見れば彼らは自然にそのような資質を表す。
・インディゴの子どもたちは果たさなくてはならない特別な使命を持っている。未来からやってきた人たちで､いまだに過去に根づいているこの惑星に生まれてきた。

■食べ物は波動を伝える－高い波動の食べ物を食べる。

⇒野菜､果物､発芽している穀物などで､まだ生きている新鮮な食べ物。オーガニック⇔冷凍・乾燥・加熱しすぎたもの･着色料･砂糖･保存料など

■高い波動を伝えるメディアを選ぶ－真実のスピリチュアルな愛を支持するもの⇒高い波動に保つ⇒瞑想・祈り⇔ネガティブなこと

■許すという力－
第4章 健康問題

右脳タイプ(視覚的､創造的､芸術的､肉体的､空間的)、手を使って学習する
微量栄養素と栄養補助計画

グリーン・アルジー（藻の一種）

磁気の影響

ADHDやADDは左脳がずっと支配されていることが原因
第5章 インディゴたちからのメッセージ

第6章 まとめ

『一年間会話するよりも、一時間ともに遊んだほうが、その人のことがわかる　―　プラトン』
エンジェル、天使という言葉が頻出することにも現れているが、通常の精神医学的な心理療法と異なり全体が信仰・宗教と強く結びついている。ただしどこか特定の宗派に属しているということはない・
クリスタルチルドレン、レインボーチルドレン

ドリーン・バーチューの著作によれば、20世紀後半から地球上にはインディゴチルドレン(Indigo Children)､クリスタルチルドレン(Crystal Children)､レインボーチルドレン (Rainbow Children) という、いわゆる新人類が順次生まれてきているという。この名称はそれぞれの新人類が放つオーラの色に由来するという（インディゴブルーなど）。

インディゴチルドレン （1977～1994年頃生まれ）
霊的能力を備え、純真だが攻撃的な性質を持ち傍目には注意欠陥・多動性障害 (ADHD) のように見える。地球上の矛盾に満ちた体制を破壊するために生まれたとされる。アメリカの心理学者ナンシー・アン・タッペが著書『Understanding Your Life Through Color』で初めて示した、色による人間の行動分類の一つとして挙げられている「インディゴ生命色」を持った人々

クリスタルチルドレン （1995年頃以降生まれ）
霊的能力を備え、純真で愛情深く、インディゴチルドレンによって既存の体制が破壊されたあとに人類を導き癒すために生まれたとされる。 

レインボーチルドレン （1995年頃よりも早く生まれついた「クリスタル」の子ども）
クリスタルチルドレンの子として生まれてくる霊的に最高の状態にある存在とされる。 
夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所　知多クリック内　http://www.chitac.com/　以上
皆みな様からの学びです。ありがとうございます。　2011.7.7

